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は じめ に

子 どもたちが健やかに成長 していくためには、適切な運動、調和のとれた食事、十分

な休養 ・睡眠が大切です。 しかし、最近の子どもたちをみると、 「よく体 を動か し、よ

く食べ、よ く眠る」 という成長期の子 どもにとって当たり前で、必要不可欠な基本的生

活習慣が大きく乱れています。 こうした今 日の子 どもたちの基本的生活習慣の乱れが、

学習意欲や体力、気力の低下の要因の一つとして指摘されています。

このため、家庭 における食事、睡眠などの乱れを個々の家庭や子 どもの問題 として見

過ごす ことなく、社会全体の問題 として地域が一丸 とな り、子どもたちの健やかな成長

を期 して学習意欲や体力の向上を図るための取組を推進することが必要です。

文部科学省では、早寝早起きや朝食をとるな ど、子どもたちの望ましい基本的生活習

慣 を育成するため、 「子 どもの生活 リズム向上プロジェク ト」 として、全国的な普及啓

発活動や先進的な実践活動などの調査研究を実施するとともに、平成18年4月 に発足

した 「早寝早起き朝 ごはん」全国協議会が進める 「早寝早起き朝ごはん」国民運動を支

援 しています。 「早寝早起き朝 ごはん」国民運動は、様々な団体や自治体等で取 り組ま

れ広が りを見せてお ります。その広が りとともに、運動や事業に携わ る方 々から、事業

の企 画立案あるいは保護者等からの相談等に応 じる際に参考 となるような資料の要望が

あったことから、今回、本書を作成することとしました。

本書は、各地域 において子 どもたちの基本的生活習慣の確立を図る取組を行 う指導者

の方々にご利用いただくことを前提 として、子 どもたちの生活の現状データ、なぜ基本

的生活習慣の確立が必要なのかなどについて記載するとともに、具体的な取組事例や活

用できる素材などを盛 り込んでおります。

各地域での取組がより一層活発なものとな り、子 どもたちが心豊かでたくましく成長

していくために、本書がその一助になれば幸いです。

最後に、本書の作成に当た り、編集等 にご尽力いただきました 「生活 リズム向上指導

資料編成委員会」の委員の皆様、並びに原稿執筆や事例 ・資料等の提供 にご協力をいた

だきました皆様に、心か ら感謝申し上げます。

文部科学省生涯学習政策局

男女共同参画学習課長 湊屋 治夫
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